
児童・生徒向け啓発資料(9月) 

ネット上の情報について 
最近、個人のブログやTwitter、InstagramなどのSNSを通じて、自分の考えや日常生活などを多くの人と共有するこ

とが一般的になってきました。インターネット上では、自分の趣味や興味のある事を簡単に調べることができ、同じ趣味の

人と気軽に繋がることが出来る機会・場所がたくさんあります。 

その一方で、インターネットにある嘘の情報にだまされたり、トラブルに巻き込まれてしまうことがあります。インターネット上に

は「本当の情報」「嘘の情報」どちらも存在し、それらの情報はどんどん蓄積されて残り続けるため、利用する際には十分

に注意する必要があります。 

では、実際にどんな「嘘」によって、どんなトラブルが起きたのか、見てみましょう。 

～新型コロナウイルス関連のデマ(嘘)情報でどうしてこのような事態に！？～ 

ある日トイレ掃除をしていたＡさん。 

トイレットペーパーがないことに気付きスーパーへ買いに行くこと… 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●● どうしてトイレットペーパーがなかったのか ●●● 

実は、インターネット上で「トイレットペーパーは、新型コロナウイルスの影響で不足する」などといったデマ(嘘)情報がたくさ

んの人に拡散され、それを信じた人々がトイレットペーパーを買いだめてしまったためでした。 

 

この事例のように「真実ではなく、嘘やデタラメな内容の情報・報道」を「フェイクニュース」と言います。インターネット上の

情報を調べもせずに信じ、TwitterやInstagramなどのSNSで広めることは、更に嘘を広めてしまい、トラブルの原因

になるということを知っておきましょう。 

インターネット上の情報は、「すべてが本当のこと」ではありません。 

インターネット上だけで信頼性を確認するのは大変ですが、嘘を信じて広めてしまうことのないように、事実を確認すること

は大切です。 

トラブルの原因にならないように、フェイクニュースにだまされないように 

◆インターネット上の情報には、嘘もたくさんあることを知っておく 

◆インターネット上の情報だけでなく、信頼できる新聞やWEBページなどで調べる 

ことを徹底しましょう。 

ー 福岡市教育委員会 ー 

 


